
目的外使用・無断複製禁止 株式会社e-Mobility Power

e-Mobility Powerの取り組み
＋

千葉停電でのEV給電のレポート

2019年11月15日

株式会社e-Mobility Power



目的外使用・無断複製禁止 株式会社e-Mobility Power

本日のアジェンダ

◼e-Mobility Power とは？

◼今後の充電インフラのあり方、目指す姿

◼電動車両の社会的価値

⇒台風15号の時の電動車両活用の状況

※トヨタ自動車様、日産自動車様、本田技研工業様、

三菱自動車工業様、ニチコン様にご支援を頂きました。
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社名に込めた想い 2
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e-Mobility Powerとは？
3

会社名 株式会社 e-Mobility Power

代表者 代表取締役社長 四ツ柳 尚子

設立日 2019年10月1日

出資金 50億円

資本構成 東京電力ホールディングス：60％、中部電力：40％

従業員数 21名（2019年11月1日時点）

サービスエリア 日本全国

株式会社ｅ-Mobility Powerは、2014年から日本の充電インフラを整備
し、サービスを提供している「合同会社 日本充電サービス（NCS）」を

承継する予定の会社です。
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事業領域
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5
企業としての価値感の軸
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今後の充電インフラのあり方、目指す姿

6



目的外使用・無断複製禁止 株式会社e-Mobility Power

7先行する海外事例から予測する10年後の未来
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8
電動車両の普及／日本の政府目標
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■全国に約7,000基の急速充電器がある。

■さらに、普通充電器が18,000基ある。

■人口カバー率は93%

実は、整備が進んでいる充電インフラ
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10一般生活者のEV等への不安感

2017年2月 次世代自動車振興センターによるWEB調査より
Ｎ＝440人
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本気でEVを買おうとすると、気づくこともある
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◼ EVの購買行動は、以下2点が成立してはじめて、動き始める

① 安心して移動できる充電インフラがある（ニワトリ）

② 車種の拡がりとリーズナブルな価格（タマゴ）

◼日本の充電インフラは、今現在、数字上は、カバレージも、キャパシティも十分

にあるが、一消費者として本気でEVを購入しようとして周りを見ると

「充電器ってどこにあるの？」「マンションに住む私は、どこをベースにすれば

良いの？」という感覚になるのが現実。

そのため、空白エリア、既に混雑している充電スポット、そして利便性が良く、

マンション暮らしの人でもベース充電器できる場所に充電器を増やし、

「安心感」を醸成することが必要。

◼第2世代の充電器（高出力、マルチ型）が出揃い始めているため、

極力仕様やユーザーインターフェイスを揃えながら、ユーザーの利便性を満たす

場所に、先行投資で、積極的に設置していきたい。
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12ちょっと脱線（電力会社の技術的知見の活用例）

■2019年6月の日本経済新聞の一面に掲載された電柱＋急速充電器の工法の記事
■東電タウンプランニングが特許申請した、この工法には電力会社の知見が詰まっている。

①電柱の強度を活用し、急速充電器の基礎工事を
汎用の簡易基礎で代用
②柱上に需要家側の変圧設備を載せることで、
キュービクルの設置を不要に。

上記①と②により、工期短縮、工事費の大幅削減
を実現。

ＱＣ

１号柱

Ｔｒ

ＰＡＳ
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13まとめ

■電動車両に貼られがちな「ネガティブなイメージ」の払拭

・航続距離と充電インフラがまだ不十分という誤解と不安感

⇒EVの普及にあわせてではなく、先行投資で十分なインフラを整備する

⇒高速道路など、充電渋滞が発生している箇所への増設が急務

■充電ステーションに、新たな社会的価値を付加する

【BCP×充電ステーション×再エネ（ゼロ・エミッション）】

・バッテリーやV2L機能を持つ充電ステーションの拡大

⇒充電器メーカー等との共同開発も視野に

・自治体、インフラ系企業、大手流通企業と協調した立地選定

・防災訓練等での「Vehicle to Load」の啓蒙活動

⇒全国の電力会社や自動車OEMと連携

・再エネ100%の充電サービス（特に業務用・商用車）
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電動車両の社会的価値
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ガソリン車と比較して、CO2排出量60%削減

例えば、40kWhの電池を積載している電動車両なら
1台で家庭用太陽光発電3基分/日の余剰吸収

例えばリーフなら、一般家庭の３日分の電力を賄える
※一般的な避難所なら１日分。

電動車両のインパクト
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台風15号（停電×電動車両の活用） 16

◼ 台風15号は非常に強い勢力を保ったまま三浦半島に接近し、9日5時前には
千葉県千葉市付近に上陸。

◼ 千葉市付近に上陸時の勢力は中心気圧960hPa・最大風速40m/s。

◼ 上陸時の勢力は関東としては過去最強クラス。

◼ 中心気圧９７０ｈＰａ未満で関東へ上陸した台風は過去４例のみ。

特に進行方向右側で強風
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自衛隊提供：巨木が倒れている現場山武市 倒木等で折れた配電柱

東金市 倒木が電力設備に
覆い被さった現場

←富津市 独居高齢者の安否確認の現場

被害状況と復旧の様子
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電動車両を派遣
要
請

停電軒数の推移
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■トヨタ、日産、ホンダ、三菱から、7車種、67台が集まった。
■加えて、ニチコン、ホンダ、三菱のV2L機器も、84台集結。

自動車4社から、電動車両が集結

電動車＋V2L機器
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20
給電サービスのイメージ
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保育園への給電

■内容
洗濯機、扇風機、パソコン、
プリンター等を稼働
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隣同士の２軒の家に、１台の車両から給電

■停電が解消するまで約２日間、
車両を入れ替えながら給電サービスを提供
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■内容
ドライヤーと
冷暖房完備の休憩スペース

自衛隊の入浴支援との協調（水素バスSORA）
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■思った以上に、支援する現場が見つからず苦労。
⇒ニーズのあった３相動力の設備は救済できなかった。
■理由は、自治体も、各施設も、自動車から「電気」を取り出して
家電に使うということがイメージできず、なかなか受け入れられなかった。
分かり易い、小型発電機（ガソリンで発電）の方が、好まれた。
■しかし、実際に設置してみると、以下の理由から見学に来る人も
いたほどで、潜在的ニーズとポテンシャルは十分にあった。
①小型発電機は音がうるさいけど、電動車両は、静か。
②小型発電機と違って、ガソリンの臭いがしない
③一酸化炭素中毒のリスクが無い

今回の取り組みで分かったこと

■防災訓練等で実演するなど、平時からの啓蒙活動が重要
■災害対応の機能に組み込むことが重要（優先順位付け、EV登録制）
■三相動力が取り出せるパワーユニットが必要


